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第２回

大和公園 再整備

ワークショップ

▶ 本日のプログラム
時間 内容

9︓30〜 9︓35（ 5分） あいさつ、はじめに

9︓35〜 9︓50（15分） 第1回ワークショップの結果の紹介

9︓50〜10︓00（10分） 改修ゾーニング案の紹介

10︓00〜10︓30（30分) 第1回ワークショップ結果のプラン反映（前半）

10︓30〜10︓40（10分) 休 憩

10︓40〜11︓10（30分） 第1回ワークショップ結果のプラン反映（後半）

11︓10〜11︓20（10分） まとめ・発表

11︓20〜11︓25（ 5分） 閉会、次回の予定
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▶ ワークショップの流れ

オープンハウス
今の公園について
現状・課題を把握します

第1回
公園の改修方法について
検討します

第2回
素案(平面プラン)の
確認及び方向性の確定

第3回
改修案をつくって
完成させます

③対策の検討･⽴案②解決方針の設定①アイデア
検討

現状・課題把握

▶ 検討を⾏う上での前提条件

〇児童館は現状のままです。
〇現在ある遊具は、撤去・移設は⾏いません。
（緊急点検により、すべり台・うんてい・ジャングルジム
・鉄棒（⾼）の改修が⾏われています。）

〇トイレはバリアフリー対応に更新します。
〇⽼朽化したじゃぶじゃぶ池は更新予定です。
(中野区公園再整備計画ではドライ池等への更新を位置付け
ています。)
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▶ 第1回ワークショップの結果の紹介 ※一部抜粋

▶ 第1回ワークショップの結果の紹介 ※一部抜粋
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▶ 第1回ワークショップの結果の紹介
※開催後、⽋席者の方から頂いたご意⾒も追加しております。その他のご意⾒

• ボール遊び可能な時間を近隣
住民と対話してルールに明示
する

• 管理事務所（児童館）でボール
が借りられる

• 子どもが声を上げてはしゃげる
公園

• 子どもが遊ぶ姿をあたたかく見
守っていますというプラカードを
たてる

• 決められた時間帯だけでも、常
識の範囲内で楽器の練習がで
きると良い

• 複合遊具の設置

• キャラクター、動物、乗り物など
のペイントがあると子どもに親
しみやすい

• 安全が保障されている珍しい
遊具を設置する

• 広場の設置

• 地域住民が気軽に声を掛け合
い顔を知ることができるように
したい

• 子どもから高齢者まで意見交
流の場を設ける

• 乳幼児障害児がゴロゴロ横に
なれるスペースをつくる

• かまどベンチの設置、定期的
に使用を許可する時間をつくる

• 魚とりができる公園
• 井戸の設置
• 調理場、食事スペースをつくる
• 膝が悪い人用の1人用イスの
設置

• 綺麗な水場、シャワー機能
• 焚火体験

※一部抜粋

球技ができる公園

子どもの遊び声、楽器の
音を地域で許容する公園

遊具が沢山な公園

地域の居場所となる公園 防災機能がある公園

その他

▶ 大和公園現状平面図
▶ 改修ゾーニング案の紹介
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樹木エリア

遊具エリア

球技エリア

水辺エリア

▶ 大和公園改修ゾーニング案
▶改修ゾーニング案の紹介 バリアフリー対応

バリアフリー対応

▶ワーク【公園改修プラン】

第1回ワークショップ結果
のプラン反映
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１．相⼿の意⾒を
尊重する

（正解はないよ）

２．思いつきを
ドンドン

声に出そう︕

３．⼈の意⾒への
あいのり大歓迎

４．発言は
できるだけ短く

１回につき一つだけ

▶ ワークショップの４つのルール

▶ 第1回ワークショップ結果のプラン反映
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▶ ドライ池とは︖
〇噴水のように水が噴き出す
循環型の親水施設

▶ 第1回ワークショップの結果のプラン反映

※写真は代表的なドライ池のイメージです
※規模が⼤きな公園への設置例です

▶ ドライ池の種類・機能

一時的に水を溜めることも可能
（写真は水深5㎝程度）

ミストの噴出

異なる種類の噴水の併用 使用時以外は広場として使用可能

※写真は代表的なドライ池のイメージです
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▶ まとめ・発表 〜情報共有〜

▶ 閉会
・１月２１日（土） 14︓00〜16︓00
・大和区⺠活動センター（洋室１号）

〜やること〜

〇改修プランを完成させます︕
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本日はお疲れ様でした


